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活力ある学校図書館

–目標を考え図書館で授業を行う–

岡田 大輔*1

*1 和歌山大学附属図書館 特任助教



1 最近の大学図書館
和歌山大学図書館に限らず、日本・世界の傾向

1.1 勉強のためならしゃべってもいい部屋







1.2 学習支援

• レポートの書き方・テーマの設定など、勉強を
見てくれる
多くの大学 ”サポート学生”の配置
和歌山大学 図書館所属の教員の配置(←私)





1.3 和歌山大学図書館での展開

図書館員による「授業」

•「資料の調べ方」の授業
•「データベース」「論文の調べ方」の授業

さまざまな授業に出向く

• 壁がホワイトボードになっている部屋

「教室」の設置









1.4 FDセンター

• FD→大学の先生の授業改善
– 授業の方法・理論を専門家が教員に伝える
• 国内だと図書館の中にはあまりない
• 和歌山大学ではレファレンスコーナーに
「授業支援センター」の看板を掲げた



1.5 「図書館」が教育に積極的に関わる

× 教員が買うと決めた資料を保管する
• 図書館員が、どんな授業が行われているか知る
• 図書館員が教育目的に合う選書をする



1.6 大学図書館が学校図書館から学ぶ

• 図書館員が担任と授業
• 図書館の中での授業
• 図書館員が教育目的に合う選書をする
→ 学校図書館だと当たり前
→ 大学図書館が学校図書館から学ぶところは
たくさんある



2 シンガポール高等専門学校 図書館



3 「活力ある学校図書館」とは
• 学校図書館法
– 第2条 (略 「学校図書館」とは)

図書、視覚聴覚教育の資料その他
学校教育に必要な資料(略)を収集し、整理
し、及び保存し、これを
児童又は生徒及び教員の利用に供すること
によつて、



学校の教育課程の展開に寄与するとともに、
児童又は生徒の健全な教養を育成すること
を目的として設けられる学校の設備をいう。

活力ある→「学習(特に授業)」かつ「読書」に役
だっている



4 岡田 大輔の自己紹介
• 奈良県生まれ
• 教育学部 数学専修 卒業
– 教員免許(数学・情報) 司書教諭 図書館司書
を取得

• 定時制高校などで情報の非常勤講師 (兼大学院生)

• 私立の中学校で専任司書教諭
• 学校図書館での探究学習の本
『問いをつくるスパイラル』分担執筆
–「図書館での学習支援」に興味





• 現在、和歌山大学附属図書館の教員
– レファレンス(相談)の範囲を超えて
「学習支援」

•「大学図書館の司書教諭」を自称
–「図書館内でTT」「探究学習」· · ·



第 I部

目標を考えるために、
成績のつけ方を考える



5 生徒1人1人を把握したい
• 児童生徒にかかわる者として「知りたいときに
1人1人の様子が分かる」に越したことはない
– 理解できているか
– 興味を持っているか
• 1人1人の様子が分かれば、「進度を調整した
り」「自分の指導方法を振り返ったり」できる



6 「身についたか判定できる」のが理想

• ある程度の児童生徒の身につかないと、「授業
がうまくいった」とは言えない

• 児童生徒に身についたか分からなければ、「授
業がうまくいった」かいまいち分からない

→ 「児童生徒に身についたか判定できる」のが
理想だが



7 身についたか、なかなかすぐに分からない

• ところが、図書館で身につくもの(→図書館の
児童生徒への教育目標)は、ほとんどすぐに分
からない
– 図書館で調べられるようになったか
– 自ら主体的に学ぶ意欲が身についたか
– 読書で心が豊かになったか



•「すぐに分かる(測れる)ものしか目標にしては
いけない」わけではないと考えるが、
•「図書館で授業をして、何が身についたか全く
わからない」のもまずい。
→ 「図書館の教育目標」を達成したかどうか、
具体的に分かる目標も作成しておきたい



8 具体的な目標を考えてみたとしても

例えば、目標を「索引の使い方を理解する」と
した。
クラスの1人1人が達成したか客観的にチェック
するには、、、

• ペーパーテスト
• 実技テスト
• 児童生徒が実際に調べている様子を観察
• ワークシートや成果物から判断



9 指導と評価の一体化
「目標を決める」=「授業を行う」=「成績をつ
ける」

× 授業でしたのに成績に関係ない
× 授業でしていないことで成績を付ける

× 目標を決めずに授業を行う
× 授業開始後にテストの難易度(≒目標)を考える

当たり前のことだが難しい



10 成績は教諭がつけるが
• 成績は教諭がつける

• 学校司書も先生がどのように「目標を決める」
=「授業を行う」=「成績をつける」か知って
おいて損はない
• どんな学校図書館を目指せばいいのか、考えな
おすきっかけになる



第 II部

「学校図書館での授業」
の目標

探究学習を体験



11 修学旅行事前学習の目標
•「修学旅行で長崎に行くので、図書館で調べさ
せようと思うんです」(中3)

→ この授業の目標を考えてみましょう。
– (本来この流れはおかしい)



12 何を身につけさせたいか
•「修学旅行で長崎に行くので、図書館で調べさ
せようと思うんです」(中3)

• 中学校3年生 総合的な学習の時間 8時間程度?� �
この授業で生徒に何を身につけさせたいか
書き出してください。� �

• イメージマップ1 に書き加えてください



12.1 隣の人と交換する

• 新しく書き込む



12.2 学校司書↔教員で交換する
• 新しく書き込む



12.3 大学生が書いた力

(修学旅行の事前学習で)「調べることで、小学生
にどのような力を身につけさせたいですか?」
約50人が授業「学校図書館計画論」の初回の授
業で1つ∼2つ回答

• 調べる力 22

• 必要な本を見つけられる力 1

• 本の中のどこを読めばいいか分かる力 2

• 調べることの楽しさ 2



• 調べたことをまとめる力 5



• 自ら疑問を解決する力 7



• 情報を取捨選択できる力 12

• 読解力 2

• 思考を言語化する力 1

• 客観的に考える力 2



• いろいろな知識 8

• 調べる内容への興味・関心 5



• いろいろなことに興味をもつ力 12

• 主体性・自主性 5

• 計画性・実行力 3



• 協調性・コミュニケーション力 6



13 探究的な学習における生徒の学習の姿

この流れを児童・生徒が主体的に学習に取り組む
『中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編』p.16



14 総合的な学習の時間の成績
(指導要録の)「総合的な学習の時間の記録につい
ては，この時間に行った学習活動及び各学校が自
ら定めた評価の観点を記入した上で，それらの観
点のうち，生徒の学習状況に顕著な事項がある場
合などにその特徴を記入する等，生徒にどのよう
な力が身に付いたかを文章で記述する」
平成22年5月 初等中等教育局長通知「小学校，中学校，高等

学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指

導要録の改善等について」



第 III部

目標の明確化



15 「必要な本を探せる」とは
•「OPAC(本を探すパソコン)で探す」だけでは
足りない
– 生徒は「修学旅行の本」と検索する
–「件名で検索」も必要?

• むしろ”本棚の前で選ばせる”ほうが良い?

•「必要な本」とは何なのか
–「参考文献に書く本を書架から選べる」?



16 「見てわかる」目標
何を児童生徒に身につけさせたいのか、指導者が
考えるきっかけとなる

× 理解する
– 脳内で何か起きているはずだが測定不可

○ 与えられた言葉を索引で引くことができる
○ テストを解くことができる
○ ワークシートに記入することができる

→ 語尾を”∼ことができる”にする



• 具体的に書く
× 本に興味をもつことができる
△ 図書館で一月に5冊以上借りることができる
(これはこれでいろいろな別の問題がある)

　
× OPACの使い方が分かる
○ 書名が分かっているとき、OPACを使って書
架から取り出すことができる

○ 各自が訪れる「場所」について書かれた本を
2冊以上書架から取り出すことができる
児童生徒への求める段階はいろいろある



17 目標の明確化を体験� �
「必要な本を探せる」を明確にしてください� �

1.「必要な本を探せる」を真ん中に書き込む
2.「必要な本を探せる」とは何か文章で書き出す
3. ”明確化した目標”を書き、四角く囲む
• 1つとは限らない
• 完璧な答えはない



17.1 隣の人と交換する

• 新しく書き込む



18 「必要な本を探せる」=「自らテーマを設定」?

• 探究学習で「本を探せる」=「テーマを決める」
– (もちろんテーマを決めた後でも、本を探す
必要はある)

18.1 大学生が書いた力 その2

• 探したい物事を見つける力 4



ただ、

•「自らテーマを設定することができる」が身に
ついたか、どうすれば分かるか
• プリントの「決めたテーマ」に書き込んでいる
か否か、は見て分かるが、、、
– このあたりが世界の中での教育学の最先端
です



19 今のをまとめれば最先端
• 児童生徒へ求めるレベルはいろいろある
→ 「ルーブリック」
レベルの目安を数段階に分けて記述して、達成
度を判断する基準を示す



稲垣忠ほか「児童のメディア制作を対象としたルーブリッ

ク型教材の開発とタブレット端末による学習支援の試み」



• ワークシートや成果物から判断
→ 「ポートフォリオ評価」



20 本日のまとめ
• 探究学習で児童生徒に何を身につけて欲しいの
か(=目標)、常に考えてください
– しかし簡単には分かりません
• (読書活動でも)学校図書館で児童生徒に何を身
につけて欲しいのか、常に考えてください
• 身につけて欲しいことが明確になれば、
– どんな授業をすればいいか
– 自分が学校図書館のためにできること
は少しずつ見えてくるはずです


